


































にまで遡ることができると言われ (Marschark, Schick & Spencer, 2006, p. 4)、
またフランスでは、18世紀の終わり頃にはすでに手話が言語であると認知さ
れはじめていたとされる (コーバリス, 2008/2002, p. 175)。
しかしながら、その本格的な言語学的研究が始まったのは20世紀半ば、ほ
んの半世紀ほど前のことである。その先鞭をつけたのはアメリカのろう者の
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素、また統語のいずれのレベルにも認められることを明らかにした。ここで
少し、その研究の成果を概観したい。
まず、Stokoe (1960/1978) は、手話の「サイン｣1) (sign) は、ちょうど音
声言語の形態素がそうであるように、手話における意味の最小単位を為すも
のであり、３つの相 (aspect) “TAB” (位置)、“DEZ” (形状)、“SIG” (動
き) から構成されるとした。Stokoe (1960/1978) から一例を借りると、





















なお、“chereme” については、神田 (1994) は「動素」という用語をあてている。
そしてその研究領域を、音声言語の音韻論 (Phonology) と対比させ､「手素
論」(Cherology) と名付けている。
先の例を用いて手素を見てみる。サイン “decide /decision” の TABと DEZ
はそのままに、SIGの下方動作を、手を交互に上方、下方に動かす「上下交
互動作」に替えると “if ” [もし] あるいは “judge” [判断する] という別の
サインになり、一方、手を互い違いに前後に動かす「前後交互動作」に替え
ると “explain” [説明する] というサインになる。すなわち、相のうち、SIG
相の「下方動作」という手素が「上下交互動作」や「前後交互動作」という
手素に入れ替わったことで意味の異なる別のサインとなったのである。
decide /decision if / judge explain
TAB: ゼロTAB ゼロTAB ゼロTAB
DEZ: Ｆの手／二重DEZ Ｆの手／二重DEZ Ｆの手／二重DEZ

































までの多くの研究によって明らかにされてきた (たとえば､ Auer, 1995 ; Blom
& Gumperz, 2000 /1972 ; Lanza, 1997 ; Meisel, 1989 ; Myers-Scotton, 1993a,








PRO: 1 FEEL . . .YES TRUE HAVE COMMUNICATION PROBLEMS
＋M ＋M
YES INTERPRETER YES SOMETIMES PAINFUL AND-SO-FORTH
＋M ＋M
BUT PRO: 1 FEEL DEAF PERSON DET-lf HAVE RIGHT (correct
＋M
herself) POSITIVE PERSONALITY RIGHT PERSONALITY LIKE-THAT
＋M ＋M
CAN INFLUENCE HEARING PERSON PRO: 1 FROM MY EXPERI-
ENCE PRO: 1 KNOW-THAT
＋M
SOME DEAF PEOPLE DET-lf DOESN’T-MATTER THROUGH
INTERPRETER
＋M













(Berent, 2004, p. 326 より引用の上、筆者が加筆／訳も筆者)
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は、アメリカ手話英語のバイリンガルが、手話 (大文字で表記) を用
いながら、同時に英語でも発話 (＝マウシング mouthing、点線で表記) し
ているもので、マウシングの開始 (＋Mで示された位置）と停止 (→で示
された位置）が CSの生起している箇所になる。
Berent (2004) は、たとえば、、 の CSは機能的主要部制約 (The
Functional Head Constraint、以後 FHC) (Belazi, Rubin & Toribio, 1994) に
よって説明しうると主張する。FHCとは「機能的主要部によって f選択4)さ
れる補部の言語素性は、他のすべての弁別的素性と同様に、その機能的主要
部の対応する素性と一致せねばならない」 (Belazi, Rubin & Toribio, 1994, p.
228, 訳は筆者) とされる制約で、より具体的に換言すれば、機能的主要部
（法助動詞 MOD/AUX、否定詞 NEG などの屈折要素 INFL や補文標識
COMP、決定詞 DET、数量詞 QUANT/NUM) (Abney, 1987 ; Belazi, Rubin &









本節では、Stokoe (1960/1978)、Berent (2004) を駆け足で概観したが、
いずれの研究でも、その成果が語るのは、手話は、音声言語と同様に、まぎ
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4) Abney (1987) は、文を構成する文法的要素の内、名詞や動詞などの「語彙的範疇」
との対比で､「非語彙範疇」と呼ばれるものを「機能的要素」(functional elements)
と呼び、C (補文標識) と I (屈折要素) をその典型例とした。そして機能的要素の主
たる特質として、選択する補部の数がただ１つであることをあげ、Cは IP (屈折句)
を、Iは VP (動詞句) を選択するとした。そして、この「機能的要素とその補部との















の研究対象であることを訴えるべく……。 (神田, 1994, pp. iii)
まず初めに､“手話はひとつの独立した言語である”とおさえておいて
ください。 (草の根ろうあ者こんだん会, 1998, p. 7)
手話は音声言語同様に、自然言語のひとつである。
(米川, 1998, p. 20)
ところで、みなさまには､「手話は言語である｡」ということを実感して
いただけるでしょうか。 (鈴木, 2001, p. 3)
ひとつは「ろう者の手話は独立した言語である」ということであり……。
(イ, 2006, p. 10)
手話とは何かといえば、それは言語です。
(全国手話通訳問題研究会, 2007, p. 52)
ろう児の親を始めとして、手話研究者や推進者が、このように繰り返し言
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5) Skutnabb-Kangas (2000) をして､「これまでで最も包括的で総合的 (かつオンライン
で検索可能) な世界の (大部分が音声の) 言語のリスト」(p.32、訳は筆者) と言わ












































Stokoe 以前を指して、中野 (2002) が「長い間、聴覚―音声の伝達方法を


















問紙調査8) (山本､ 未公刊) の結果をいくつか報告したい。この調査は大学
生を対象に、手話に関するいくつかの問いに回答を求めるもので、有効回答
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